
災害時における給食施設の

役割と平常時からの備え
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小椋 いずみ

➢明日の朝、大雨特別警報が発表されたら？

➢職員が出勤できなかったら？

➢食材が届かなかったら？

➢停電したら？

➢断水したら？

➢厨房が使えなくなったら？

➢利用者の嚥下調整食やアレルギー食はどうする？

「自分の施設では、何食目まで給食を提供できる？
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岡山県北部で想定すべき災害01

01 岡山の過去の災害

平成10年10月 台風10号豪雨

・10月17～18日にかけて台風10号が上陸し、吉井川流域に被害をもたらした
・津山雨量観測所の17日21時～18日1時までの4時間雨量は157ml
・確率的には100年に1回程度に発生するような記録的な集中豪雨
・死者4名、行方不明者1名、負傷者15名、全壊11世帯、半壊・一部損壊122世帯、
床上浸水2175世帯、床下浸水2810世帯
・津山市、柵原町、吉井町、および佐伯町をはじめ各地で大きな被害

01 岡山の過去の災害

平成30年7月 西日本豪雨

・6月28日から7月8日にかけて、梅雨前線や台風7号の影響で、総降水量が
多いところで1,800㎜を超える記録的な大雨になった
・全国の死者は237人（広島115人、岡山66人、愛媛31人）
・岡山県では倉敷市真備町で川の堤防が決壊し甚大な被害が出た

01

平成30年7月 西日本豪雨
まび記念病院の被害・対応

・4階建ての1階部分が完全に水没し、病院機能が停止
・入院患者76人、施設利用者16人、近隣の避難者212人、職員31人が取り残された
・7月7日（土）時点では2日間の食料は確保されていた（患者、施設利用者、職員用）
・救援物資が届いたのは7日の深夜
近くまで運ばれていたが、病院まで輸送できなかった

岡山の過去の災害01



01 岡山県北部で想定される災害

地震 大雨

洪水 大雪

防災気象情報と警戒レベルとの対応について | 気象庁

災害時に給食施設に求められる役割02



災害時、給食施設にはどんな役割があるか02

命を守る

⚫ エネルギー・水運の確保
⚫ 脱水・低栄養の予防
⚫ 嚥下機能に応じた食事
⚫ 疾患・アレルギーへの配慮

生活を維持する

⚫ 可能な限り普段に近い食事
⚫ 食事リズムの維持
⚫ 食べ慣れた食品の活用

要配慮者を守る

⚫ 高齢者
⚫ 乳幼児
⚫ 嚥下障害者
⚫ 食物アレルギー
⚫ 糖尿病・腎疾患などの患者
⚫ 経管栄養患者

⚫ 施設内だけではなく、地域地
の中の給食施設としての役割

⚫ 他施設との連携
⚫ 行政・保健所と情報共有

地域を支える

災害時に給食施設で起こること03



実際に地震が起こったら…03

発災直後 数時間後

24時間後3日後

⚫ 厨房の安全確認
⚫ 火災・ガス漏れ
⚫ 食器・調理器具の破損
⚫ 冷蔵庫・冷凍庫
⚫ 水・電気・ガス

⚫ 職員が集まらない
⚫ 食材納品がない
⚫ 調理できない

⚫ 食事提供が必要
⚫ 備蓄食をどう使う？
⚫ 誰に何を食べてもらう？
⚫ とろみ剤や経管栄養剤

⚫ 備蓄が減ってくる
⚫ 食事内容が単調
⚫ 便秘、脱水、低栄養
⚫ 慢性疾患への対応

豪雨、洪水、土砂災害が起こったら…03

水害なら「72時間」だけで考えない

大雨予報

警戒レベル上昇

避難・職員確保

物流停止の可能性

停電・断水・浸水

復旧

「災害が起きてから考える」

「災害が来る前に給食をどうするか
決めておく」



平常時からの備え04

社会医療法人 緑壮会 金田病院

• 稼働病床：120床

（一般病床：60 医療療養病床：22 地域包括ケア病床：38）

• 診療科：内科、外科、整形外科、血液・腫瘍内科

• （財）日本医療機能評価機構認定病院

• 給食形態：直営



災害発生時（フローチャート）

（ア）災害状況の確認
１，給食部門の状況
・人員の状況
・ライフライン（電気、ガス、水道）
・施設設備（調理機器、調理器具、食器等）
・配膳関係（エレベーター、配膳車、配膳ルー
ト）
・通信手段（電話、FAX、パソコン）

２，利用者の状況

３，納入業者等の状況

（イ）施設長への報告

食事提供の可否判断

食事提供の可否判断

（ウ）復旧状況に応じた対応
フェーズごとの対応
災害時対応記録の作成

災 害 発 生

（エ） （オ）

災害発生時（フローチャート）

被災状況チェック表

出勤できる
スタッフの確認

ライフラインの
確認

施設の被災状況の
確認

喫食者の状況確認一覧表

患者の被災状況を確認 実際に何人分の食事が
必要なのか把握







項目 施設長 管理栄養士 調理師・調理員

基本的な役割 意思決定・体制整備 栄養・献立管理 調理・衛生管理

備蓄 予算・整備の決定 必要量・内容の検討 保管・使用方法の確認

献立 提供方針の決定 非常時用献立の作成 調理方法・作業工程の検討

人員 配置・応援体制の決定 必要な人員や業務の調整 調理作業の分担・効率化

食事提供 継続・中止の判断 栄養・個別対応の調整 安全な調理・盛り付け

衛生管理 必要な体制・資源の確保 衛生管理方針の調整 調理現場での衛生管理

訓練 実施体制の整備 献立・栄養面の検証 調理実習・作業手順の検証

施設長、管理栄養士、調理師の役割



もし明日災害が起こったら…05

Q1.発災直後の初動

現時点で断水なし。今日の夕食に向けて、今すぐ指示すべき
優先事項は？

Q2.翌日の物流リスク

道路冠水により、明日の届くはずの「生鮮食品」が未納にな
る可能性が高い。どう対応する？

Q3.職員不足

早退者が出て、明日の早番スタッフも出勤できない。
半分の人数でどう対応する？

Q４．衛生管理

ついに断水が発生。限られた水でどう食中毒を防ぐ？

管理者、管理栄養士、調理師として
どう行動しますか？

Q1.発災直後の初動 Q2.翌日の物流リスク

Q4.断水時の衛生管理Q3.職員不足







Thank you


